
児童扶養手当の現状と課題は

年々減少傾向で推移している。不正受給防止
のため適正な受給指導を続ける。

Q

A 〈町長〉
大瀬戸宏樹議員

くまの議会だより　第107号 ⑥⑦ くまの議会だより　第107号

出来庭地区県道延伸は急務

平成32年度完成が県の方針と伺っている。町も協力する。

【
Ｑ
１
】

　

現
在
、出
来
庭
地
区（
約

3.2
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
に
複
合

量
販
店
が
出
店
予
定
で
あ

る
。
町
税
増
も
見
込
ま
れ

る
。（
一
部
24
時
間
営
業
・

出
店
側
見
込
み
町
税
分
約

１
千
900
万
円
）

　

町
の
総
合
案
内
、
災
害

時
サ
ポ
ー
ト
と
し
て
要
と

な
る
立
地
で
あ
る
。

　

ま
た
、
苗
代
・
郷
原
か

ら
広
島
市
内
へ
の
物
流
の

重
要
な
県
道
で
あ
る
。

　

湯
﨑
広
島
県
知
事
の
認

識
と
、町
長
の
働
き
か
け
、

熱
意
は
ど
う
か
。

【
Ａ
１
】

　

町
と
し
て
も
重
要
な
県

道
整
備
と
認
識
し
て
い
る
。

　

平
成
32
年
度
完
了
予
定

と
の
県
の
方
針
に
基
づ
き
、

町
と
し
て
も
で
き
る
限
り

の
協
力
を
積
極
的
に
行
っ

て
い
く
。

Q

A 〈町長〉
荒瀧 穂積議員

【
Ｑ
１
】

　

無
料
開
放
後
に
お
け
る

海
田
大
橋
の
交
通
量
の
見

込
み
は
。

【
Ａ
１
】

　

現
在
、
約
２
万
１
千
台

で
、
無
料
開
放
後
の
推
計

で
は
、
約
２
万
４
千
台
と

な
っ
て
い
る
。

【
Ｑ
２
】

　

約
３
千
台
増
え
る
が
、

熊
野
方
面
か
ら
ス
ム
ー
ズ

な
走
行
が
可
能
か
。

【
Ａ
２
】

　

海
田
大
橋
入
口
交
差
点

で
信
号
調
整
、
通
行
区
分

変
更
、
レ
ー
ン
の
追
加
を

講
じ
る
。
ま
た
、
県
道
矢

野
海
田
線
の
オ
ン
ラ
ン
プ

設
置
に
よ
り
円
滑
な
交
通

の
確
保
が
可
能
で
あ
る
。

【
Ｑ
３
】

　

オ
ン
ラ
ン
プ
の
効
果
は

具
体
的
に
ど
う
か
。

【
Ａ
３
】

　

熊
野
か
ら
海
田
大
橋
へ

向
か
う
場
合
、
工
業
団
地

内
で
右
左
折
を
繰
り
返
し

て
い
る
。
そ
の
結
果
と
し

て
、
渋
滞
が
発
生
し
通
過

に
時
間
を
要
し
て
い
る
。

　

ラ
ン
プ
設
置
に
よ
り
、

直
進
で
海
田
大
橋
方
面
に

向
か
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

よ
っ
て
、
通
過
時
間
の

短
縮
に
つ
な
が
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。

【
Ｑ
４
】

　

無
料
化
後
は
、
平
谷
交

差
点
の
混
雑
が
予
想
さ
れ

る
が
、
そ
の
対
策
は
。

【
Ａ
４
】

　

信
号
調
整
、
通
行
区
分

変
更
、
レ
ー
ン
の
追
加
に

よ
り
円
滑
な
交
通
の
確
保

が
可
能
で
あ
る
。

無料化を控えた広熊道路の整備状況は

周辺道路からの交通転換を踏まえ、関係機関で協議を進めて
いる。

Q

A 〈町長〉
民法 正則議員

保育施設を充実させ、定住人口を増やす

保育施設は４か所、定員450名。待機児童防止対策は、各園の協力によ
り、常に受け入れ可能状況を把握し、年度途中の入所に対応している。

Q

A 〈町長〉
立花 慶三議員

【
Ｑ
２
】

　

待
機
児
童
の
数
え
方
に

つ
い
て
、
新
た
な
定
義
が

つ
く
ら
れ
、
さ
ら
に
岡
山

方
式
に
つ
い
て
は
、
よ
り

住
民
サ
イ
ド
に
立
っ
た
も

の
と
思
う
が
、
具
体
的
に

は
ど
う
い
う
も
の
か
。

【
Ａ
２
】

　

岡
山
方
式
と
は
、
国
の

定
義
で
は
除
外
さ
れ
る

「
希
望
す
る
保
育
所
に
入

所
で
き
な
い
」
い
わ
ゆ
る

「
隠
れ
待
機
児
童
」
を
見

え
る
化
し
、
受
け
入
れ
枠

を
増
や
し
た
も
の
。
希
望

し
た
保
育
所
３
か
所
の
入

所
が
か
な
わ
な
け
れ
ば
待

機
児
童
と
み
な
す
も
の
。

【
Ｑ
１
】

　

待
機
児
童
の
な
い
、
保

育
環
境
の
充
実
し
た
町
を

売
り
に
し
て
移
住
誘
導
を

図
っ
て
は
ど
う
か
。

【
Ａ
１
】

　

保
育
施
設
の
量
的
拡
充

と
質
的
改
善
に
つ
い
て
、

第
二
聖
徳
幼
稚
園
の
認
定

こ
ど
も
園
移
行
の
た
め
の

補
助
を
行
う
。
町
内
４
つ

の
保
育
園
に
つ
い
て
は
新

た
な
開
設
、
建
て
替
え
、

老
朽
化
に
よ
る
整
備
な
ど

に
補
助
を
行
い
、
安
全
性

の
確
保
と
環
境
改
善
を

図
っ
て
い
る
。

　

待
機
児
童
に
つ
い
て
は
、

保
育
士
の
不
足
に
よ
り
、

昨
年
度
途
中
で
７
名
が
発

生
し
た
。
町
と
し
て
は
県

の
保
育
士
人
材
バ
ン
ク
を

活
用
す
る
な
ど
の
情
報
提

供
を
行
っ
て
い
く
。
町
外

か
ら
の
待
機
児
童
勧
誘
施

策
に
つ
い
て
は
、
受
け
入

れ
る
だ
け
の
余
裕
が
な
い

の
が
実
情
で
あ
る
。

【
Ｑ
２
】

　

不
正
受
給
の
背
景
に
は

若
年
層
、
子
育
て
世
代
の

貧
困
が
あ
る
と
思
う
。

　

健
全
な
子
育
て
を
す
る

上
で
も
こ
の
制
度
を
正
し

く
理
解
し
て
も
ら
い
、
指

導
、
支
援
し
て
い
く
よ
う

努
め
て
も
ら
い
た
い
。

　

さ
ら
に
受
給
し
な
い
で

我
慢
し
て
い
る
家
庭
も
含

め
、
あ
ら
ゆ
る
制
度
を
示

し
、
子
育
て
世
代
の
貧
困

対
策
に
十
分
力
を
入
れ
て

も
ら
い
た
い
。

　

ま
た
、
町
独
自
の
セ
ー

フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
の
可
能

性
も
今
後
検
討
し
、
安
心

し
て
子
育
て
が
で
き
る
環

境
を
整
え
て
い
く
よ
う
要

望
す
る
。

【
Ａ
２
】

　

検
討
す
る
。

【
Ｑ
１
】

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
自
立

の
た
め
の
児
童
扶
養
手
当

だ
が
、
そ
の
実
態
は
把
握

し
き
れ
て
い
な
い
よ
う
に

思
う
。

　

受
給
者
側
も
よ
く
理
解

し
て
い
な
い
ま
ま
、
不
正

受
給
に
つ
な
が
っ
て
い
る

ケ
ー
ス
が
あ
る
と
聞
く
。

　

こ
の
際
精
査
し
て
、
本

来
の
目
的
を
再
確
認
す
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
。

【
Ａ
１
】

　

本
町
で
は
平
成
24
年
度

か
ら
29
年
度
の
５
年
間

で
、
世
帯
数
、
支
給
額
と

も
に
16
％
程
度
減
少
し
て

い
る
。

　

不
正
受
給
に
つ
い
て
は
、

年
間
２
〜
３
件
確
認
し
て

い
る
。
対
応
と
し
て
は
、

支
給
開
始
時
の
趣
旨
説
明

を
十
分
し
た
う
え
で
、
支

給
資
格
取
得
後
の
毎
年
の

現
況
届
時
に
窓
口
面
談
を

行
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
基

本
と
し
、
訪
問
審
査
、
聞

き
取
り
調
査
な
ど
の
実
態

調
査
を
行
う
な
ど
不
正
受

給
の
防
止
に
努
め
て
い
る
。
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交 通
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▲現在の平谷交差点の状況
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